
420 氷の圧縮と電気

別の機構がなければならない．この原因を温度説以外の

機構で解明するために圧縮実験をした．氷の転位が移動

すれば配向欠陥が発生する．したがって転位の移動しや

すさにより配向欠陥の活性エネルギーは異った値を持つ

ことになる．従来の温度説では配向欠陥の活性エネルギ

ーを一定なものとしてあつかったが，この辺に問題があ

るように思う．たとえばσ（電気伝導度）～1／T3（絶対

温度…T）曲線でもHeinmets，Blum（1962）は一7。C

に極大値があることを指示した．また，Bullemen達

（1968）はこの曲線で一75。Cに極小値ができることを

見い出した．したがって活性エネルギーは温度変化に対

して無関係に一定にはなりえない．本実験では氷の電荷

分離現象を氷の固さの相違による配向欠陥活性エネルギ

ーの差によって説明するための実験的試みである．
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本だ，
　　　急．

　　　認翻

富士山測候所編

　富士山の気象観測90年

　　　　昭和49年3月，B5，58頁

　富士山頂における気象観測は明治13年からはじめら

れ，すでに90年の歴史を持っている．この間に，どれだ

けの労苦と困難な道をたどって今日の富士山測候所の新

庁舎に到ったかのドキュメントである．

　　内容は第1章開設まで

　　　　　第2章　気象観測用の建物完成

第3章　臨時富士山頂観測所の設立

第4章　常設観測所へ

第5章　苦難の時代

第6章富士山測候所として独立

第7章新しい出発

　各章の編集や字句の配ばりに少々荒いところが見られ

るが，この点がかえって富士山頂の労苦をにじみ出して

いるように思える．

　昭和50年の気象庁創立100年記念として100年史の編

集がすすめられているが，本編は同史への原稿をとりま

とめたものである．富士山の気象観測の今日までの推移

を調べるには最もよき資料である．本編は全国の気象官

署に配布されているので，部外の方にも必要な向きは知

らせてほしい．　　　　　　　　　（測候課　三谷一郎）

m 、天気”21．8．


